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那
珂
川
観
光
や
な
漁

№ 207
夏
2018

　

関
東
屈
指
の
清
流
・
那
珂

川
は
、
鮎
の
漁
獲
量
日
本
一
。

天
然
鮎
を
求
め
て
釣
り
人
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

那
珂
川
で
は
川
の
流
れ
を
Ｖ

字
に
せ
き
止
め
て
漁
を
す
る

「
や
な
漁
」
が
行
わ
れ
、
こ

こ
、
茂
木
町
の
大
瀬
観
光
や

な
に
も
多
く
の
観
光
客
が
涼

を
求
め
訪
れ
ま
す
。
９
月
に

は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
鮎
釣
り

大
会
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｉ 

Ｃ
Ｕ

Ｐ 

２
０
１
８
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。



第207号 平成30年7月31日（2）

第
６
回
通
常
総
会
開
催

青
年
部
会
通
常
総
会

税
務
研
修
会

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の
第
６
回

通
常
総
会
は
、
去
る
６
月
１
２
日
（
火
）

午
後
４
時
３
０
分
か
ら
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン

静
風
に
於
い
て
、
町
田
富
二
夫
真
岡
税
務

署
長
は
じ
め
、
篠
原
宣
之
真
岡
商
工
会
議

所
会
頭
、
柳
彰
一
税
理
士
会
支
部
長
、
郡

内
各
商
工
会
長
、
受
託
保
険
会
社
な
ど
、

来
賓
多
数
の
ご
臨
席
と
会
員
、
関
係
者
合

わ
せ
て
９
１
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
は
、
委
任
状
を
含
め
出
席
者
総
数

が
６
５
９
名
で
過
半
数
を
超
え
、
本
総
会

及
び
議
決
は
全
て
適
法
に
成
立
す
る
旨
を

報
告
し
、
定
款
の
定
め
に
よ
り
石
坂
会
長

が
議
長
と
な
り
進
行
し
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
の
平
成
２
９
年
度
事
業
報

告
書
な
ら
び
に
第
２
号
議
案
、
平
成
２
９

年
度
収
支
決
算
書
承
認
の
件
を
、
一
括
上

程
し
、
慎
重
審
議
の
末
、
提
出
２
議
案
は

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

報
告
の
中
で
、「
法
人
会
活
動
の
基
盤

で
あ
る
組
織
の
拡
大
は
役
員
、
金
融
機
関

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
新
規
会

員
獲
得
に
奔
走
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
休
廃
業
等
に
よ
る
退
会
者
が
多
く
、
加

入
率
が
前
年
比
１
・
１
％
下
回
り
ま
し
た
。

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
法
人
会
の
福
利

厚
生
制
度
で
あ
る
受
託
保
険
会
社
３
社
に

よ
る
収
入
（
助
成
金
）
が
増
額
に
転
じ
、

法
人
会
の
財
政
面
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
会
員
増
強
、
財
源
確
保
の

推
進
が
必
要
で
あ
る
。」
と
事
務
局
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
理
事
会
承
認
事
項
で
あ
る
平

成
３
０
年
度
事
業
計
画
書
な
ら
び
に
収
支

予
算
書
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
議
事

終
了
後
に
は
、
法
人
会
功
労
者
に
対
す
る

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
平
成
２
９
年
度
中
に

福
利
厚
生
制
度
の
加
入
推
進
に
功
績
が

あ
っ
た
個
人
、
法
人
に
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
６
月
８
日
（
金
）
栃
木
県

法
人
会
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
席
上

長
年
に
わ
た
り
法
人
会
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
役
員
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、

当
会
か
ら
３
名
が
受
賞
の
栄
に
浴
さ
れ
ま

し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

※
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
表
彰
】

　
　

塚
本
和
也 

（
益
子
支
部
）

【
栃
木
県
法
人
会
連
合
会
長
表
彰
】

　
　

新
井　

明 

（
二
宮
支
部
）

　
　

堀
内
一
浩 

（
芳
賀
支
部
）

【
真
岡
法
人
会
長
表
彰
】

　
　

池
田
惠
子 

（
大
同
生
命
推
進
員
）

　
　

㈱
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
チ
ー
ム

 

（
Ａ
Ｉ
Ｇ
代
理
店
）

　
　

足
利
不
動
産
㈱

 

（
ア
フ
ラ
ッ
ク
代
理
店
）

 

（
敬
称
略
）

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
青
年
部
会

（
会
長
＝
太
田
浩
彰　

会
員
１
１
８
名
）

の
第
６
回
通
常
総
会
は
、
去
る
６
月
７
日

（
木
）
午
後
５
時
か
ら
真
岡
商
工
会
議
所

「
大
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
、
会
員
２
３
名

が
出
席
し
た
。

　

ま
ず
、
２
９
年
度
の
全
国
青
年
の
集
い

に
て
、
関
信
局
の
青
年
部
会
を
代
表
し
て

租
税
教
育
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
な
っ
た

事
の
報
告
と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
公
開
し
た
。

　

総
会
で
は
、
提
出
議
案
す
べ
て
を
満
場

一
致
で
可
決
承
認
し
た
。
今
年
も
租
税
教

室
や
全
国
青
年
の
集
い
へ
の
参
加
、
真
岡

青
年
会
議
所
と
の
合
同
講
演
会
等
、
前
年

度
の
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

議
事
終
了
後
、
来
賓
の
町
田
真
岡
税
務

署
長
代
理
の
今
井
上
席
官
、
石
坂
博
法
人

会
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
総
会
を
閉
会
。

続
い
て
同
会
場
に
て「
消
費
税
軽
減
税
率
」
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第
６
回
女
性
部
会
総
会
開
催

に
つ
い
て
税
務
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
「
け
や
き
会
館
」
に

席
を
移
し
て
の
懇
親
会
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
親
睦
を
深
め
て
い
た
。

　

５
月
２
４
日
（
木
）
午
前
１
１
時
か
ら

真
岡
市
台
町
の
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に

て
、
女
性
部
会
の
第
６
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
町
田
真
岡
税
務
署
長
を

は
じ
め
ご
来
賓
多
数
を
お
迎
え
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
田
尻
和
子
部
会
長
が
議
長
と

な
り
議
事
を
進
行
し
、
平
成
２
９
年
度
事

業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
報
告
、
平
成

３
０
年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
決
算

報
告
、
平
成
３
０
年
度
事
業
計
画
な
ら
び

に
収
支
予
算
案
の
全
議
案
を
い
ず
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
会
で
は
本
年
度
も
、
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
地
元
の
小
学
６
年
生
を
対
象

と
し
た
「
租
税
教
室
」
や
「
第
７
回
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
実
施

等
、
租
税
教
育
事
業
と
各
種
研
修
会
を
通

し
て
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
事
業
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
続
け
て
、
恒
例
の
税
務
研

修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
真
岡
税
務
署
の

萩
原
法
人
上
席
官
よ
り
「
消
費
税
軽
減
税

率
」
に
つ
い
て
判
り
や
す
く 

ご
説
明
頂

き
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

真
岡
税
務
署
長

�

小
山
　
隆
司

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

本
年
七
月
の
人
事
異
動
で
、
東
京
国
税

局
調
査
二
部
調
査
三
統
括
官
か
ら
真
岡
税

務
署
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
小
山

で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
町
田
署
長
同
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
よ

き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」
と
し

て
、
各
種
の
研
修
会
、
講
演
会
等
の
開
催

や
、
会
報
誌
の
発
行
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動
な
ど

様
々
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
、
法

人
会
の
基
本
指
針
で
も
あ
る
「
納
税
意
識

の
向
上
と
企
業
経
営
及
び
社
会
の
健
全
な

発
展
」
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
近
年
、
租
税
教
育
の
推
進
に
力
を
入

れ
、
小
学
生
に
対
す
る
租
税
教
室
の
実
施

校
数
を
増
や
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
貴
法
人
会
の
皆
様
が
、
税
務

の
良
き
理
解
者
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
は
誠
に
心
強
い
限
り
で
あ
り
、

石
坂
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の

皆
様
の
日
ご
ろ
の
ご
努
力
に
対
し
ま
し
て
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
税
務

行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
と
格
別
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、

平
成
二
十
八
年
十
一
月
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
来
年
十
月
に
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
と
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
税
制
改

正
の
対
応
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
法
人
会

及
び
会
員
の
皆
様
と
の
連
携
・
協
調
が
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ｅ

−

T
a
x
に
つ
き
ま
し
て

は
、
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

そ
の
利
用
率
向
上
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
去
る
三
月
に
は
「
大
法
人

の
電
子
申
告
義
務
化
」
が
国
会
に
お
い
て

可
決
・
成
立
し
た
ほ
か
、
財
務
省
に
お
い

て
策
定
さ
れ
た
「『
行
政
手
続
き
コ
ス
ト
』

削
減
の
た
め
の
基
本
計
画
」
で
は
、
中
小

法
人
の
電
子
申
告
に
つ
い
て
も
、
そ
の
利

用
率
に
つ
い
て
85
％
以
上
と
い
う
目
標
値

が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
よ
り
便
利
に
ｅ

−

T
a
x
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
更
に
そ
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
、
ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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真
岡
支
部

益
子
支
部

市
貝
支
部

二
宮
支
部

茂
木
支
部

芳
賀
支
部

６支部・通常総会と研修会を開催
　６支部の通常総会が、５月中旬から６月初旬にかけて開催されました。総会当日には、真岡

税務署・萩原上席調査官を講師に迎え、平成 31 年 10 月から実施される消費税の【軽減税率制度】

について研修会を行いました。軽減税率のポイントとして対象品目・帳簿および請求書等の記

載と保存・税額の計算等についての講義を拝聴し軽減税率への知識を深めることができました。

また、価格転嫁対策や軽減税率制度導入対策など大変参考になりました。

日
　
時
　
五
月
三
十
日 

㈬ 

午
後
五
時

場
　
所
　
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風

出
席
者
　
五
十
四
名

日
　
時
　
六
月
四
日 

㈪ 

午
後
六
時
二
十
分

場
　
所
　
ア
プ
ロ
ー
ズ
益
子

出
席
者
　
二
十
六
名

日
　
時
　
六
月
二
十
三
日 

㈬ 

午
後
三
時

場
　
所
　
市
貝
商
工
会

出
席
者
　
十
六
名

日
　
時
　
六
月
五
日 
㈫ 
午
後
四
時
三
十
分

場
　
所
　
駅
前
ど
ん
と
こ
い
広
場

出
席
者
　
十
六
名

日
　
時
　
五
月
二
十
九
日 

㈫ 

午
後
四
時
三
十
分

場
　
所
　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
茂
木

出
席
者
　
二
十
二
名

日
　
時
　
六
月
八
日 

㈮ 

午
後
三
時

場
　
所
　
芳
賀
町
商
工
会
館

出
席
者
　
十
五
名
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優
良
経
理
担
当
者
を
表
彰

タ
オ
ル
協
賛
運
動
を
実
施

【
税
に
関
す
る
標
語
】募
集

益
子
支
部

真
岡
支
部

芳
賀
支
部
女
性
部

　

平
成
三
十
年
度
真
岡
法
人
会
真
岡
支
部

総
会
に
お
い
て
、
優
良
経
理
担
当
者
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
㈱
阿
久

津
土
建
の
野
沢
実
沙
さ
ん
、
㈱
大
原
葬
祭

会
館
の
豊
田
雄
二
さ
ん
、
芳
賀
通
運
㈱
の

小
野
瀬
千
聡
さ
ん
の
三
名
が
表
彰
さ
れ
、

諸
伏
支
部
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

益
子
支
部
で
は
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
、

今
年
も
町
内
の
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し

た
「
税
に
関
す
る
標
語
」
の
募
集
を
実
施

致
し
ま
し
た
。

　

参
考
資
料
と
し
て
、
小
冊
子
「
タ
ッ
ク

ス
フ
ン
ト
と
け
ん
た
く
ん
」
を
児
童
に
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

　

夏
休
み
明
け
に
集
ま
っ
た
標
語
は
九
月

～
十
月
に
行
わ
れ
る
選
考
会
を
経
て
、
十

一
月
の
税
を
考
え
る
週
間
に
表
彰
式
を
行

う
予
定
で
す
。

　

芳
賀
支
部
女
性
部
で
は
、
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
「
タ
オ
ル
協
賛
運
動
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
六
月
十
二
日
～

二
十
九
日
の
間
を
実
施
期
間
と
し
、
商
工

会
館
に
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
し
女
性
部
員

と
親
会
に
も
呼
び
か
け
、
未
使
用
品
の
タ

オ
ル
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
九
五
本
の
タ
オ
ル
は
、
七
月

十
日
に
大
林
女
性
部
長
が
芳
賀
町
社
会
福

祉
協
議
会
を
訪
れ
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
タ
オ
ル
は
様
々
な
社
会
福

祉
活
動
で
ご
利
用
い
た
だ
く
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

1.日　時　平成30年9月10日(月)午後1時30分 開会
2.場　所　栃木県宇都宮市大通り2-4-6
 　「ホテルニューイタヤ」　℡028-635-5511
3.研修会
　○第１部　講　師　宇都宮税務署法人課税第１部門
　　　　　　　　　　統括国税調査官　江利川 寛 氏
 　　演　題　「消費税軽減税率制度について」
　○第２部　講　師　政治評論家（読売新聞特別編集委員）

　  橋本五郎氏
 　　演　題　「どうなる日本の政治と経済」

4.会　費　無料
5.申し込み方法　8月31日（金）までに社団本部または
所属支部に電話・FAXでお申し込みください。

お問い合わせは　一般社団法人真岡法人会へ
TEL.0285-83-3477

主　催　一般社団法人　栃木県法人会連合会

栃木県法人会連合会

会員研修会のご案内

芳賀地区唯一の製氷工場
株 式 会 社   湊 　 　 屋

氷販売店
益子町益子
芳美屋本店
℡ 0285-72-3123

芳賀町祖母井
いねや
℡ 028-677-0028

栃木県芳賀郡茂木町茂木 1659
ＴＥＬ 0285-63-0056　ＦＡＸ 0285-63-3099

ホームページ

高 松 建 設有限会社

もてぎ舟木沢ログの森キャンプ場
TEL 090 ｰ 7222 ｰ 4612
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

北
海
道
新
幹
線
で
行
く

函
館
　

益
子
支
部
研
修

職
場
の
花

青
木　

知
香 

さ
ん

道
の
駅
も
て
ぎ

　

お
み
や
げ
け
や
き
（
欅
）

　

今
回
は
七
月
七
日
（
土
）
か
ら
二
泊
三

日
（
洞
爺
湖
・
函
館
）
と
八
日
（
日
）
か

ら
一
泊
二
日
（
函
館
）
の
２
班
合
計
十
九

名
の
研
修
旅
行
。

　

宇
都
宮
駅
か
ら
新
幹
線
で
約
四
時
間
三

十
分
、
函
館
へ
。<

二
泊
組
は
前
日
七
日

出
発
、
洞
爺
湖
の
大
自
然
と
温
泉
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
を
し
て
八
日
函
館
、
一
泊
組
と

合
流
。>

定
期
観
光
バ
ス
で
五
稜
郭
・
ト

ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
な
ど
見
学
、
夜
は
海

鮮
料
理
。
こ
こ
ま
で
は
予
定
通
り
だ
っ
た

の
で
す
が
、
夜
景
観
光
は
視
界
不
良
の
た

め
中
止
。
翌
日
は
雨
な
ら
で
は
の
？
立
待

岬
・
元
町
散
策
な
ど
、
記
憶
に
残
る
函
館

で
し
た
。

　

新
幹
線
効
果
は
、
駅
関
係
者
に
聞
い
た

と
こ
ろ
夏
季
の
集
客
が
増
え
ま
し
た
が
、

冬
季
の
寒
さ
対
策
が
課
題
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

二
〇
一
〇
年
入
社
。
道
の
駅
も
て
ぎ
の

「
お
み
や
げ
け
や
き
（
欅
）」
で
、
レ
ジ
や

お
客
様
へ
の
接
客
を
中
心
に
働
い
て
い
ま

す
。
地
域
住
民
の
方
々
や
遠
方
か
ら
遥
々

足
を
運
ん
で
下
さ
る
お
客
様
に
支
え
ら
れ

て
、
八
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

　

私
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
元
々
は
介
護
の
仕
事

を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

就
職
活
動
中
、
仕
事
の
こ
と
を
色
々
調
べ

て
い
く
う
ち
に
、
接
客
業
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
人
と
話
す
こ
と

が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
多
く
の
方
と
出
会

う
こ
と
が
で
き
る
道
の
駅
を
選
び
ま
し
た
。

　

入
社
当
初
に
比
べ
て
、
任
さ
れ
る
仕
事

や
で
き
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の

分
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
く
な
り
悩
む
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
そ
れ
で
も
接
客
を
し
て

い
て
、お
客
様
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」「
笑

顔
が
素
敵
だ
ね
」
と
言
っ
て
頂
け
た
と
き

は
、
と
て
も
嬉
し
く
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
笑
顔
と
感
動
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
に
。
努
力
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
道
の
駅
も
て
ぎ

に
い
ら
し
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く

だ
さ
い
ね
。

　

こ
の
度
、
真
岡
法
人
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
是
非
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
だ
、
作

成
中
の
箇
所
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
少
し
ず
つ
追
加
・
修
正
し

更
新
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



第207号（7）平成30年7月31日

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

開催日 時　間 会　場

平成 30 年 8 月 7 日（火）
14：00 〜

15：30

益子町商工会館

益子町益子 2044-1

平成 30 年 8 月 9 日（木）
14：00 〜

15：30

真岡商工会議所

真岡市荒町 1203

決
算
期
別
説
明
会

　

平
素
か
ら
、
税
務
行
政
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
31
年
（
2
0
1
9
年
）
10
月
１

日
か
ら
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税

率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
同
時
に
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
府
省
庁

が
連
携
し
て
軽
減
税
率
制
度
の
円
滑
な
実

施
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

真
岡
税
務
署
で
は
、
従
来
か
ら
開
催
し

て
い
る
決
算
期
別
説
明
会
、
年
末
調
整
説

明
会
の
際
に
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説

明
会
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。
軽
減
税
率

制
度
は
、
飲
食
料
品
を
取
り
扱
う
事
業
者

の
方
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
者
の
納
税
義

務
の
な
い
免
税
事
業
者
を
含
め
、
多
く
の

事
業
者
の
方
に
関
係
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
説
明
会
に
お
越
し
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
開
催
す
る
軽
減
税
率
制
度

の
説
明
会
の
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順
次
掲
載
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
補
助
金

の
制
度
に
よ
る
レ
ジ
導
入
・
シ
ス
テ
ム
改

修
等
の
支
援
に
関
す
る
相
談
は
、「
軽
減

税
率
対
策
補
助
金
事
務
局
」
0
5
7
0

−

0
8
1

−

2
2
2
（
受
付
時
間
は
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
9
：
00
～
17
：
00
）
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

消
費
税
の
軽
減
税
率

制
度
説
明
会
の
ご
案
内

説
明
内
容

　

・
平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

　

・
申
告
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

説
明
者

　

真
岡
税
務
署　

法
人
課
税
部
門
担
当
官

備
　
考

　

な
お
、
上
記
説
明
時
間
の
14
：
00
～

15
：
00
（
60
分
間
）
は
決
算
期
別
説
明

お
知
ら
せ

　

六
月
か
ら
事
務
局
長
が
交
替
し
ま
し
た

　

平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
七
年
間
、
法

人
会
事
務
局
長
と
し
て
会
の
運
営
に
ご
尽

力
を
頂
き
ま
し
た
岡
本
司
行
事
務
局
長
が

六
月
末
で
退
任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
任
に

俣
野
保
氏
が
新
事
務
局
長
と
し
て
就
任
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
、
15
：
00
～
15
：
30
（
30
分
間
）
は

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
に
な

り
ま
す
。

ｔ 

 

 

  

 

 

会員の方は５００タイトル以上のセミナーが無料で受講できます 

真岡法人会よりインターネットセミナーのご案内 

真岡法人会のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます 

           会員ID：0705 パスワード：3477 ID・パスワードは 

http://www.mokahojin.net/ 

（株）ヘルシーフーズワタナベ

代表取締役
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安
田
運
送
有
限
会
社

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

茂
木
テ
レ
ビ　

企 

業 

紹 

介

　

弊
社
は
昭
和
４
３
年
に
運
送
会
社
を
設

立
し
、
今
年
で
創
立
５
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
長
く
続
け
ら
れ
た
の
も
、

地
域
の
皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
お
か

げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
５
３
年
に
一
般
貨
物
運
送
業
を
取

得
し
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
運

搬
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
自

動
車
部
品
、
農
作
物
、
有
価
物
等
を
主
に

運
搬
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
の
運
送
業
界
の
課
題
と
し
て
、
燃

料
の
高
騰
、
運
転
手
の
高
齢
化
、
若
手
の

人
材
不
足
な
ど
問
題
は
山
積
み
で
す
が
、

で
き
る
限
り
お
客
様
の
ご
要
望
に
お
応
え

出
来
る
よ
う
日
々
業
務
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

業
務
拡
大
と
し
て
、
平
成
５
年
に
は
茂

木
町
の
可
燃
ご
み
収
集
運
搬
を
開
始
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
一
般
家
庭
の
廃
棄
物
を

ご
自
宅
ま
で
収
集
に
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
１
５
年
に
は
、
市
貝
町
・
益
子
町
・

芳
賀
町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
を

取
得
、
そ
の
後
、
栃
木
県
を
は
じ
め
関
東
・

東
北
・
北
陸
で
地
方
の
産
業
廃
棄
物
収
集

運
搬
業
の
許
可
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
１
８
年
に
は
、
環
境
に
配
慮
し
地

球
温
暖
化
防
止
及
び
廃
棄
物
の
適
正
処
理

を
推
進
す
る
た
め
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２

１
を
取
得
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

減
ら
す
為
に
社
員
一
同
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
、

安
心
・
安
全
を
モ
ッ
ト
ー
に
社
会
に
信
頼

さ
れ
る
会
社
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

山
間
部
に
集
落
が
点
在
す
る
茂
木
町
は
、

テ
レ
ビ
の
電
波
が
受
信
し
づ
ら
い
地
域
で

す
。
そ
の
た
め
、
全
世
帯
の
約
９
８
％
が
、

町
営
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通
し
て
、
テ

レ
ビ
を
視
聴
し
て
い
ま
す
。
弊
社
は
そ
の

な
か
で
茂
木
町
の
情
報
を
中
心
に
編
成
し

て
い
る
町
独
自
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
番
組
制

作
と
、
そ
の
放
送
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

会
社
の
設
立
は
平
成
２
３
年
２
月
。
茂

木
町
か
ら
の
委
託
事
業
を
開
始
し
た
の
は

同
年
４
月
で
す
。
そ
の
準
備
が
佳
境
に

入
っ
た
３
月
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り

ま
し
た
。
発
生
直
後
か
ら
町
内
の
被
災
状

況
を
で
き
る
限
り
記
録
す
る
と
と
も
に
、

震
災
翌
日
か
ら
約
１
か
月
に
わ
た
り
毎
日
、

町
長
が
出
演
し
て
町
内
の
被
災
・
復
興
状

況
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た
有
事
の
際

の
私
た
ち
の
役
割
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

正
確
で
新
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
経
験
は
そ
の
後
の
事
業
運
営
に

大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
業
務
と
し
ま
し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト

や
学
校
行
事
な
ど
を
撮
影
・
編
集
し
番
組

と
し
て
放
送
し
て
い
ま
す
。
目
標
と
し
て

い
る
の
は
、
情
報
発
信
を
強
化
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的

に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ

を
「
見
る
」
だ
け
の
も
の
か
ら
「
使
え
る
」

も
の
へ
変
え
て
い
き
た
い
と
日
夜
、
町
内

を
走
り
回
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
日
々
の
取
材
や
編
集

で
鍛
え
た
技
術
を
地
域
の
皆
様
に
還
元
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
域
密
着
の
映

像
制
作
会
社
と
し
て
、
発
表
会
や
講
演
会

な
ど
の
記
念
ビ
デ
オ
や
記
録
映
像
な
ど
の

制
作
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
に
一
番
身

近
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
発
展
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


